
令和６年度当初予算 農林水産部主要施策の概要 

（令和５年度第１次３月補正予算含む） 

 

◎予算編成のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

◎重点主要施策の概要 

 

〇 今般の能登半島地震により、能登の基幹産業の１つである農林水産業にも甚大な被害が

発生したことから、被災した農林水産業施設の早期復旧に取り組む。また、発災直後から、

断水や施設損壊に伴う農家や漁業者への応急支援を行うとともに、自己負担を大幅に低減

した機械・施設の復旧支援や能登農林水産業ボランティアの派遣、営農を通じた地域コミ

ュニティ機能の再生支援など、１人でも多くの方が早期再開を決断できるよう、必要な対

策を切れ目なく実施する。 
 

〇 持続可能な農林水産業の実現を目指すため、収益力の高い農林水産業と次世代につなぐ

農山漁村づくりを促進する。 
 

〇 水稲から園芸作物への転換やスマート農業の普及などによる生産の効率化、畜産も含む県

産農産物のさらなるブランド化を通じた農業所得の向上を図る。また、地域の農業を担う農

業従事者の確保・育成や環境保全型農業の普及・促進など持続可能な農業基盤の確立を図

る。 

 

〇 いしかわ森林環境税も活用しながら、木材の利用とりわけ県産材の利用と次世代の森林の

形成との両立を図る。併せて、スマート林業の推進と林業従事者の確保・育成や森林の持つ

公益的機能の維持・増進を通じて県土の保全を図る。 

 

〇 水産資源の適切な管理による石川を代表する水産物の安定供給やスマート水産業による

操業や流通の効率化、県産水産物のブランドのさらなる推進と漁業従事者の確保・育成など

持続性のある水産業の実現を図る。 

・能登半島地震に対し、農林漁業者への発災直後からの応急支援に加え、早期再開に

向けた必要な対策を切れ目なく実施し、能登の基幹産業の１つである農林水産業の生

業再建を強力に支援する。 

 

・ 持続可能な農林水産業の実現を目指すため、スマート技術の普及や県産農林水産物

のブランド化、人材の確保・育成などにより、収益力の高い農林水産業と次世代につ

なぐ農山漁村づくりを促進する。 



◎ 主 要 事 業

金　　額（千円）

Ⅰ　令和6年能登半島地震への対応

生業の再建（農林漁業者への支援）

（１）　応急支援

・ 　畜産農家への応急支援 100,100 発電機や家畜用飲料水等の資材供給など

（うち３月１次補正

61,700）

・ 　漁業者への応急支援 105,000 遠隔地から調達する鮮度保持用の氷や燃油の運送費支援

（うち３月１次補正

66,000）

（２）　復旧支援

・ 　農林水産業施設の早期復旧 42,842,400 農地、林道、漁港施設など 41,612,400 千円

（うち３月１次補正 国の権限代行による復旧 1,230,000 千円

4,696,000） 狼煙漁港、地すべり（輪島市稲舟地区）、

大規模山腹崩壊（珠洲市、輪島市）など

・ 　機械・施設等の修繕・再取得に対する支援 3,587,600 トラクター、畜舎、木材加工設備、漁船など

　（事業者負担1/10） （うち３月１次補正

3,334,000）

・ 　共同利用施設の修繕・再取得に対する支援 5,020,000 米の乾燥調製施設、水産物の鮮度保持施設など

　（事業者負担3/10） （うち３月１次補正

 4,260,000）

・ 　農業者や漁業者の事業再開までの就労先確保等に 22,000 業界団体と連携した就業斡旋や各種支援制度のPR、

　向けた支援 （うち３月１次補正 漁場の堆積物等の除去を行う漁業者への支援

20,000）

（３）　事業の再開・継続に向けた支援

・ 　営農再開に向けた環境整備に対する支援 327,529 水稲苗の調達、津波による海水の影響を受けた農地の除塩、

（うち３月１次補正 農業集落における水路やため池等の小規模修繕への

233,529） 支援など

・ 　能登農林水産業ボランティア制度の創設 4,700 草刈りや泥上げなど営農に必要な作業への協力体制の

構築

・ 　営農活動を通じた地域コミュニティ機能の再生 20,000 モデルとなる集落の取り組みへの支援
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金　　額（千円）

Ⅱ　成長戦略の実現に向けた諸施策

１ 収益力の高い農林水産業と次世代につなぐ農山漁村づくり

（1）　農業生産構造の強化

・ 　水田園芸の推進に向けた産地への支援 33,000 新たな産地づくりに向けたプランの策定支援、

新たに水田園芸に取り組む農家への支援

・ 　県産米の消費拡大 60,000 小売店でのキャンペーンの実施など

・ 　いしかわ耕稼塾による農業人材の確保・育成 38,000 就農希望者に対する技術・経営研修、

農業高校・県立大学向け農業法人見学・インターンシップの

実施、外国人材の活用に関心のある農業法人向けセミナー

の開催

・ 　移住就農希望者に対する総合的な支援 19,520 INATOによる農業のワンストップ相談窓口の運営、

就農相談会や農業法人での見学・短期研修・

インターンシップの実施など

・ 　新規就農者の育成支援 225,000 就農準備の支援と就農後の定着を図るための給付金、

新規就農者対する機械・施設整備等の初期投資支援

・ 　INATOを中心とした生産規模拡大に向けた支援 357,250 賃借等の仲介による担い手への農地の集積・集約促進

・ 　ほ場整備の促進 1,321,806 中能登町越路南部地区、津幡町笠野地区ほか２６地区

・ 　用排水施設等の整備促進 1,119,255 羽咋市邑知潟地区、白山市北星地区ほか18地区

・ 　大日川ダム取水ゲートの改修 224,940 手取川地区

・ 　河北潟周辺地区排水機場等の改修 627,529 河北潟周辺地区

（うち３月１次補正

210,000）

・ 　スマート農業技術の普及促進 4,600 ＩＮＡＴＯを中心とした普及・定着に向けた

マッチング等の伴走支援

・ 　農林水産業の生産基盤の強化 269,254 農業機械、木材加工設備の導入等に対する支援

（うち3月1次補正

140,254)

（2）　持続可能な農業・畜産業の体制づくり

・ 　環境保全型農業の推進 8,000 環境保全型農業の生産から販売までのワンストップ窓口に

よる伴走支援、

学校給食での特別栽培米の提供など消費者への理解促進

・ 　集落の枠を超えた里山里海の活性化に向けた 38,000 複数の集落が連携した農地保全や地域資源の磨き上げ等

　取組の推進 のモデル的な取り組みへの支援

農林水産部
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金　　額（千円）

・ 　高病原性鳥インフルエンザ等の感染防止対策 8,747 畜産農家への防疫機材等導入に対する支援や定期検査、

防疫訓練の実施など

・ 　豚熱感染防止に向けた対策 27,936 飼養豚へのワクチン接種や家畜保健衛生所による指導、

野生イノシシの捕獲調査など

・ 　県獣医師職員の確保対策 14,328 獣医系大学生向け就学資金の給付など

（3）　農林水産物のブランド化の推進や里山里海地域の振興

・ 　「百万石の極み」を中心とした県産農林水産物の 152,000 県内外での年間を通じた「百万石の極み」フェアの開催、

　魅力発信と生産拡大 海外での商標の取得など

・ 　特色ある県産食材の首都圏へ向けた販路開拓 18,000 シェフ・バイヤー等を対象とした「いしかわ百万石食材

マルシェ」の開催

・ 　県産農林水産物の輸出強化 19,000 台湾の高級百貨店における石川フェアの開催など

・ 　里山振興ファンド（１８０億円）による里山里海 90,000 地域資源を活用した新たな生業の担い手に対する支援、

　地域の振興 事前調査から商品開発、改良・販路開拓までの一貫支援の

実施

（4）　県産材の生産・利用拡大による林業の発展と

木材産業の体制強化

・ 　県産材の供給基盤の強化（3月1次補正）（再掲） 67,065 木材加工設備の導入に対する支援

・ 　いしかわ森林環境税による森づくりの推進 382,465 里山林における緩衝帯の整備、放置竹林の除去など

・ 　森林環境譲与税による市町の森林整備に対する 59,000 市町支援アドバイザーの設置など

　支援

・ 　スマート林業の推進（森林環境譲与税事業）（再掲） 2,000 林業現場におけるドローン操作研修の実施など

・ 　J－クレジット制度を活用した森林整備の促進 1,500 県有林のクレジットの販売

・ 　県産材の利用促進 80,000 住宅、民間施設の県産材使用に対する助成

　（いしかわ森林環境税事業）

・ 　林業従事者の確保・育成、定着の促進 29,000 高校生を対象とした林業体験の実施、

　（森林環境譲与税事業）（再掲） 労働環境改善に向けた支援など

・ 　あすなろ塾による林業人材の育成（一部再掲） 16,750 林業に必要な技術等を習得させる総合的な研修の

・ 　白山白川郷ホワイトロードの利用促進 3,300 地元と連携した誘客促進など

・ 　松くい虫被害の予防・対策 205,138 空中散布等による松くい虫被害の蔓延防止

農林水産部

事　　　　業　　　　名 説　　　　　　　明



金　　額（千円）

・ 　森林整備の推進 626,593 間伐・枝打などの森林整備に対する助成

（うち3月1次補正

103,000)

・ 　治山対策 701,056 中能登町良川、羽咋市千里浜町など　28地区

・ 　林道の整備 680,583 安谷線、白木峠線など１２路線

（5）　持続性ある水産業の実現

・ 　首都圏でのいしかわの水産物の魅力発信 3,200 国内最大級の水産物商談会への出展

・ 　漁業就業希望者に対する総合的な支援 4,000 現地における見学会や体験乗船会、移住予定者に対する

　（わかしお塾による漁業人材の育成） 長期研修の実施など

・ 　かなざわ総合市場の建替整備支援 420,000 新たな衛生管理型産地市場整備への支援

・ 　離島漁業の振興 14,000 水産物の輸送コスト軽減、漁場環境保全活動の支援など

・ 　魚礁設置による沿岸漁場の造成 124,812 志賀町福浦地区など４地区

・ 　漁港施設の整備 219,072 加賀市橋立漁港など５漁港

2 安全・安心かつ持続可能な地域づくり

　災害に負けない強靭な県土づくり

・ 　中山間地域における田んぼダムの試行 7,000 試験田による排水抑制効果の検証

・ 　農業用施設の防災対策の促進 766,287 金沢市大場地区、羽咋市本江堤地区ほか２5地区

・ 　大日川ダム取水ゲートの改修（再掲） 224,940

・ 　河北潟周辺地区排水機場等の改修（再掲） 627,529

・ 　いしかわ森林環境税による森づくりの推進(再掲) 462,465

・ 　森林環境譲与税による市町の森林整備に対する 59,000

　支援(再掲)

・ 　倒木による停電等への対策 10,000 倒木被害の未然防止に向けた市町による立木の事前伐採

への支援

・ 　治山対策(再掲) 701,056

・ 　高病原性鳥インフルエンザ等の感染防止対策(再掲) 8,747

・ 　豚熱感染防止に向けた対策(再掲) 27,936

農林水産部

事　　　　業　　　　名 説　　　　　　　明


